
世界で活躍する日本の土木技術者シリーズ

第16回シンポジウム
「我が国沿岸開発技術を駆使したインフラ輸出

ベトナム国ラックフェン国際港建設事業」

13:30-17:25

会場： 土木会館 講堂

2020年6月30(火) 

主催：(公社)土木学会 国際センター・プロジェクトグループ

参加費：無料

03-3355-3452 (土木学会国際センター 担当：澁谷、荒井)

http://committees.jsce.or.jp/kokusai/node/169

※本行事はCPD認定プログラムです。
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お問合わせ： 公益社団法人土木学会 国際センター（担当：澁谷、荒井）

TEL：03-3355-3452/FAX：03-5379-0125/ E-mail：shibuyayukiko@jsce.or.jp

主 催 :

:

（公社）土木学会（国際センター・プロジェクトグループ）

開催日時 2020年 6月 30日（水）13:30-17:25

会 場 : 土木会館 2階 講堂（東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内）

プログラム : 13:00 - 開場・受付

13:30 - 13:35 開会挨拶 （公社）土木学会 国際センター長代行 七條 牧生

13:35 - 14:05 「ラックフェン国際港プロジェクトの背景」

（独）国際協力機構 資金協力業務部実施監理第一課 課長 小柳 桂泉

14:05 - 14:35 「ラックフェン国際港の計画概要」

日本工営（株）コンサルタント海外事業本部 港湾・空港部 ティハ

14:35

14:45

-

-

14:45

15:00

Q & A

休憩

15:00 - 16:00 「プロジェクトにおける本邦建設会社の役割」

1) 埋立・護岸工事案連：五洋建設（株） ベトナム営業所 桑原 善浩

2) 浚渫工事関連：東洋建設（株） 国際支店工事部長 井澤 寛

3) 防波堤工事関連：東亜建設工業（株）ベトナム事務所長 松隈 大輔

16:00 - 16:15 休憩

16:15 - 16:40 「PPPプロジェクトの概要と港湾経営」

（株）商船三井 港湾・ロジスティクス事業部 部長代理 飛田 高則

16:40 - 17:05 「コンサルタントにおける若手技術者の採用・教育」

（株）オリエンタルコンサルグローバル 港湾部長 中西 雅時

17:05

17:15

-

-

17:15

17:20 

Q & A

全体総括
（公社）土木学会 国際センター次長 樋口 嘉章

17:20 - 17:25 閉会挨拶
（公社）土木学会 専務理事 塚田 幸広

参加費 : 無料

定 員 : 60名（申込先着順）*オンライン聴講 可能（80名予定）

URL : http://committees.jsce.or.jp/kokusai/node/169

申込方法 : 土木学会ホームページ（本部主催行事参加申込サイト）よりお申し込みください。
http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp

※本行事はCPD認定プログラムです。

世界で活躍する日本の土木技術者シリーズ第16回シンポジウム

「我が国沿岸開発技術を駆使したインフラ輸出

-ベトナム国ラックフェン国際港建設事業-」
本シンポジウムは、日本企業の海外プロジェクトを通して海外で活躍する日本の土木技術者の姿、日本の土木

技術、現地技術者との協力、そして地域のインフラ整備への貢献について理解を深めることを趣旨とし、様々な

プロジェクトを紹介しております。また、日本の将来を担う若手技術者へ海外プロジェクトの意義、海外におけ

る仕事の進め方を伝え、同時に将来の技術者像を考えるきっかけになることを 願い企画しております。今回は、

日越政府の初の円借款を利用したPPPプロジェクトであるベトナム国北部ラックフェン国際港建設について、周辺

地域の経済活動と国際競争力への効果も含めてご紹介致します。
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